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(57)【要約】
　本発明は、無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタ
イム建設生産性分析装置及び分析方法に関するもので、
建設現場の各工程別リアルタイムモニタリング及びリア
ルタイム生産性分析を通じた体系的な建設管理システム
を構築することができ、ＲＦＩＤ技術及び無線通信など
のＩＴ分野を組み合わせて生産性低下要因をリアルタイ
ムで把握及び即時対応することによって、計画された生
産性に近づくように維持する装置及び方法を提供するた
めのものである。
　その技術的構成は、建設工事の各装備が仕分け可能に
なるように識別コードを含み、前記各装備に付着したＲ
ＦＩＤタグと、建設工事の各工程で前記各装備が必要と
する循環時間をチェックするために前記ＲＦＩＤタグの
識別コードを読み込み、前記ＲＦＩＤタグを読み込んだ
時刻及び位置と、前記ＲＦＩＤタグの識別コードを総合
して送るタグデータ管理装置と、前記タグデータ管理装
置から送信されたＲＦＩＤタグの識別コード、時刻及び
位置に対するデータ受信を受けてリアルタイムで前記デ
ータをアップデートしてリアルタイムで生産性をモニタ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建設工事の各装備を仕分け可能になるように識別コードを含み、前記各装備に付着する
ＲＦＩＤタグと、
　建設工事の各工程で前記各装備が必要とする循環時間をチェックするために前記ＲＦＩ
Ｄタグの識別コードを読み込み、前記ＲＦＩＤタグを読み込む時刻及び位置と、前記ＲＦ
ＩＤタグの識別コードを総合して送るタグデータ管理装置と、
　前記タグデータ管理装置から送信されたＲＦＩＤタグの識別コード、時刻及び位置に対
するデータ受信を受けてリアルタイムで前記データをアップデートしてリアルタイムで生
産性をモニタリングするように具備される中央サーバと、
　前記中央サーバにリアルタイムに入力されるデータ及び既入力されたデータを保存する
データベース、とを含む無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分析装
置。
【請求項２】
　前記タグデータ管理装置が、前記ＲＦＩＤタグの識別コードを総合して前記中央サーバ
に送る近距離通信手段をさらに含み、
　前記中央処理装置は、前記タグデータ管理装置から送信された各データ受信を受けて遠
隔地へ送る長距離通信手段をさらに含み、
　前記中央サーバは、遠隔地に位置して前記中央処理装置から受信しれた各データをリア
ルタイムにアップデートしてリアルタイムで生産性をモニタリングすることを特徴とする
、請求項１に記載の無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分析装置。
【請求項３】
　前記タグデータ管理装置が、
　前記ＲＦＩＤタグの識別コードを読み込むＲＦＩＤリーダー機と、
　前記ＲＦＩＤリーダー機で前記ＲＦＩＤタグの識別コードを読み込む時刻に同期して、
　前記ＲＦＩＤタグの識別コードを読み込んだ時刻を出力する時間提供部と、
　前記ＲＦＩＤリーダー機で前記ＲＦＩＤタグの識別コードを読み込む時刻に同期して、
　前記ＲＦＩＤタグの識別コードを読み込んだ場所を出力する位置提供部と、
　前記ＲＦＩＤタグの識別コード、前記時間提供部の時刻、前記位置提供部の位置を保存
するメモリと、
　前記各構成要素を制御するタグデータ管理装置の制御部、とを含むことを特徴とする、
請求項２に記載の無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分析装置。
【請求項４】
　前記中央サーバが、
　前記タグデータ管理装置の近距離通信手段から送信されたデータを受信して受信された
前記各データを前記データベースに出力して、各構成要素を制御する中央サーバの制御部
を含むことを特徴とする、請求項２に記載の無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイ
ム建設生産性分析装置。
【請求項５】
　前記中央処理装置が、中央処理装置の制御部を含み、
　前記長距離通信手段は、前記タグデータ管理装置の近距離通信手段から送信されたデー
タを受信して受信された前記各データを前記中央サーバに送り出して、前記中央処理装置
の制御部は、各構成要素を制御することを特徴とする、請求項２に記載の無線通信基盤Ｒ
ＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分析装置。
【請求項６】
　前記タグデータ管理装置の近距離通信手段と、前記中央サーバ及び中央処理装置が一定
距離内で活性化するように設置される無線接続装置をさらに含むことを特徴とする、請求
項２に記載の無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分析装置。
【請求項７】
　前記タグデータ管理装置の近距離通信手段と、前記中央サーバ及び中央処理装置が、無



(3) JP 2011-501262 A 2011.1.6

10

20

30

40

50

線ＬＡＮを使用することを特徴とする、請求項２に記載の無線通信基盤ＲＦＩＤを使用し
たリアルタイム建設生産性分析装置。
【請求項８】
　前記無線接続装置が、前記タグデータ管理装置の近距離通信手段と、前記中央サーバ及
び中央処理装置が無線ＬＡＮを使用するように無線ＬＡＮ無線接続装置で成り立つことを
特徴とする、請求項６に記載の無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性
分析装置。
【請求項９】
　前記無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分析装置が、中央サーバ
の制御部から受信された各データと、前記データベースから出力された各データを一時的
に保存するメモリをさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載の無線通信基盤ＲＦＩ
Ｄを使用したリアルタイム建設生産性分析装置。
【請求項１０】
　前記データベースが、
　前記ＲＦＩＤタグによるそれぞれの識別コードと、前記ＲＦＩＤタグが付着したそれぞ
れの装備と、各工程で前記それぞれの装備が必要とする循環時間が最適化されて既入力さ
れた基準循環時間が既保存されて、前記中央サーバでリアルタイム入力される前記ＲＦＩ
Ｄタグの識別コード、前記時間提供部の時刻、前記位置提供部の位置がアップデートされ
ることを特徴とする、請求項１に記載の無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建
設生産性分析装置。
【請求項１１】
　前記データベースが、
　前記ＲＦＩＤタグによるそれぞれの識別コードと、前記ＲＦＩＤタグが付着したそれぞ
れの装備と、各工程で前記それぞれの装備が必要とする循環時間が最適化されて既入力さ
れた基準循環時間が既保存されて、前記遠隔地に位置する中央サーバにリアルタイム入力
される前記ＲＦＩＤタグの識別コード、前記時間提供部の時刻、前記位置提供部の位置が
アップデートされることを特徴とする、請求項２に記載の無線通信基盤ＲＦＩＤを使用し
たリアルタイム建設生産性分析装置。
【請求項１２】
　前記中央処理装置の長距離通信手段と前記遠隔地に位置する中央サーバが、ＣＤＭＡを
使用して通信することを特徴とする、請求項２に記載の無線通信基盤ＲＦＩＤを使用した
リアルタイム建設生産性分析装置。
【請求項１３】
　建設工事の各工程でそれぞれの装備が必要とする循環時間をモデリングして、最適化さ
れた循環時間を設定及び入力する第１工程と、
　建設工事の各装備が仕分け可能になるようにＲＦＩＤタグ及びＲＦＩＤリーダー機を使
用して装備の循環時間をチェックする第２工程と、
　前記ＲＦＩＤリーダー機と、前記ＲＦＩＤリーダー機で読み込んだデータを受信する中
央サーバが近距離に位置する場合、近距離通信手段を使用して前記中央サーバに前記デー
タを送信してリアルタイムで前記各装備の循環時間をアップデートする第３工程と、
　前記各装備の循環時間が前記最適化された循環時間を超過する場合、生産性を最適化す
るために障害要因を除去するようにデータを出力する第４工程とを含む無線通信基盤ＲＦ
ＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分析方法。
【請求項１４】
　前記第３工程が、
　前記ＲＦＩＤリーダー機で読み込んだデータを受信する中央サーバが遠隔地に位置する
場合、近距離通信手段を使用して中央処理装置にデータを送信する工程と、
　前記中央処理装置で長距離通信手段を使用して中央サーバにデータを送信する工程とを
さらに含むことを特徴とする、請求項１３に記載の無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリア
ルタイム建設生産性分析方法。
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【請求項１５】
　前記第４工程が、
　前記各装備の循環時間が前記最適化された循環時間未満の場合、建設工事の各工程及び
各装備によるリアルタイム生産性を分析して、これをアップデートする工程をさらに含む
ことを特徴とする、請求項１３に記載の無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建
設生産性分析方法。
【請求項１６】
　前記第３工程の近距離通信手段が、無線ＬＡＮを使用することを特徴とする、請求項１
３に記載の無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分析方法。
【請求項１７】
　前記長距離通信手段が、ＣＤＭＡを使用することを特徴とする、請求項１３に記載の無
線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分析方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分析装置及び分析方法
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、建設の工程別計画は、建設プロジェクトの成否を決定する重要な要素である
ので、現場状況及び該当の工程に対する情報を収集して、予想生産性を分析して適切な工
程計画を樹立する。
【０００３】
　そして、理想的な工程計画による生産量に到達するように現場で監視及び監督して、一
日単位で該当の工程に対する生産性を把握及び算出して、生産性を阻害する要素が発生し
た場合には、該当の作業が終了後に一日単位で生産性を把握する時にチェックする。
【０００４】
　また、一日単位で生産性を計算するために、一日に遂行される時間を測定して、作業が
遂行される時間、行われる工程のサイクル回数を測定して、これによって一日に決められ
た時間行われる工程のサイクル数を使用して生産量を算出する。
【０００５】
　例えば、一日に８時間、７台の運送トラックがそれぞれ４８サイクル（土堀、積載、運
送、荷積）で、運送トラックの１回の積載量が２０ｍ３の場合には、一日生産性は、３３
６（サイクル／日）で、積載量の生産性は、６７２０（ｍ３／日）である。
【０００６】
　これを時間当りの生産性に換算してみると、４２（サイクル／時間）、８４０（ｍ３／
時間）と算出され、算出された生産性が計画段階において土建会社の基準データに設定さ
れ、それによって適切な工程計画を樹立する。
【０００７】
　しかし、実際現場で発生する建設装備の作業遅滞時間、待機時間などが考慮されない状
態で算出されたものであるので、実際の生産性より高く算出された数値であり、単純算術
式生産性推定方法は、実際進行中の工程の生産性を正確に反映することができず、多数の
変数を考慮しておらず、予測不可能な要素が発生した場合にリアルタイムで対処すること
ができず、客観的かつ体系的なシステムによる管理が成り立たずに、時間及び人的資源の
浪費などの問題点があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上述した問題点を解決するために案出されたもので、建設工事の各工程別該
当装備に対するリアルタイム生産性分析を具現することができる、無線通信基盤ＲＦＩＤ
を使用したリアルタイム建設生産性分析装置及び分析方法を提供することを目的とする。
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【０００９】
　本発明の他の目的は、ＲＦＩＤを使用して生産性を低下させる装備をリアルタイムで把
握し、計画された生産量に到達することができる工程を樹立することができる、無線通信
基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分析装置及び分析方法を提供することを
目的とする。
【００１０】
　本発明の他の目的は、コードレス通信を使用してＲＦＩＤによるデータを無線で受信す
ることができる、無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分析装置及び
分析方法を提供することを目的とする。
【００１１】
　本発明の他の目的は、ＲＦＩＤシステムを通じてリアルタイムで生産量を低下させる要
素を把握して、高い生産性を得ることができる工程システムを具現することができる、無
線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分析装置及び分析方法を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、建設工事のモデリングを通じて生産性を低下させる主要装備にＲＦＩＤタグ
を付着して、これを工程の該当循環開始点及び循環終了点で位置、時間などを確認して、
それぞれのデータを統合して既構築されたデータベースに無線または有線通信を通じて伝
達してリアルタイムにアップデートし、リアルタイムに変化する生産性を分析して生産性
低下要因を即時に除去するように構成される。
【発明の効果】
【００１３】
　以上で説明したように、前記のような構成を有する本発明は、建設工事を進行しながら
把握される生産量を建設工事前に樹立した計画生産量に近づけて合わせるように有機的な
連結を成すことができ、建設分野にコードレス通信などのＩＴ分野を組み合わせることで
、ＩＴ分野の構築されたネットワークを活用することができ、商用化及び実用化の可能性
を高めて、客観的かつ体系的なシステムを基盤にリアルタイム分析及び即時の改善を可能
にすることで、建設現場管理技術を発展させることができ、人力及び時間などの資源活用
度などの生産性を高め、効率的な管理体系を樹立することができるなどの効果を得ること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明による無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性
分析装置を概略的に示したブロック構成図。
【図２】図２は、図１の駆動過程を概略的に示した実施例を示したブロック構成図。
【図３】図３は、本発明による無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性
分析装置を概略的に示したブロック構成図。
【図４】図４は、図３による無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分
析装置の駆動過程を概略的に示したブロック構成図。
【図５】図５は、図３による無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分
析装置の駆動過程を概略的に示したブロック構成図。
【図６】図６は、本発明による無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性
分析方法を概略的に示した流れ図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　上述したような目的を達成するために、本発明は建設工事の各装備を仕分け可能にする
識別コードを含み、前記各装備に付着するＲＦＩＤタグと、建設工事の各工程で前記各装
備が必要とする循環時間をチェックするために前記ＲＦＩＤタグの識別コードを読み込み
、前記ＲＦＩＤタグを読み込んだ時刻及び位置と、前記ＲＦＩＤタグの識別コードを総合



(6) JP 2011-501262 A 2011.1.6

10

20

30

40

50

して送るタグデータ管理装置と、前記タグデータ管理装置から送信されたＲＦＩＤタグの
識別コード、時刻及び位置に対するデータの受信を受けて、リアルタイムで前記データを
アップデートしてリアルタイムで生産性をモニタリングするように具備される中央サーバ
と、前記中央サーバにリアルタイムに入力されるデータ及び既入力されたデータを保存す
るデータベースとを含む。
【００１６】
　本発明は、建設工事の各装備を仕分け可能にする識別コードを含み、前記各装備に付着
するＲＦＩＤタグと、建設工事の各工程で前記各装備が必要とする循環時間をチェックす
るために前記ＲＦＩＤタグの識別コードを読み込み、前記ＲＦＩＤタグを読み込んだ時刻
及び位置と、前記ＲＦＩＤタグの識別コードを総合して近距離に送るタグデータ管理装置
と、前記タグデータ管理装置から送信されたＲＦＩＤタグの識別コード、時刻及び位置に
対する各データの受信を受けて遠隔地へ送る中央処理装置と、前記中央処理装置から受信
した前記各データをリアルタイムにアップデートしてリアルタイムで生産性をモニタリン
グするように具備された遠隔制御中央サーバと、前記遠隔制御中央サーバにリアルタイム
に入力されるデータ及び既入力されたデータを保存するデータベースとを含む。
【００１７】
　好ましくは、前記タグデータ管理装置の近距離通信手段と、前記中央サーバの近距離通
信手段は、無線ＬＡＮを使用することを特徴とする。
【００１８】
　好ましくは、前記中央処理装置の長距離通信手段と、前記遠隔制御中央サーバの長距離
通信手段は、ＣＤＭＡを使用することを特徴とする。
【００１９】
　以下、本発明による実施例を添付した例示図を参照して詳細に説明する。
【００２０】
　図１は、本発明による無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分析装
置を概略的に示したブロック構成図である。
【００２１】
　図に示したように、本発明による無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生
産性分析装置１は、建設工事の各工程による各装備を識別コードを使用して区分するよう
に付着したＲＦＩＤタグ１０と、前記各装備が各工程で必要とする循環時間をチェックし
てそれによるデータを管理するタグデータ管理装置３０と、前記タグデータ管理装置３０
から送信されたデータの受信を受けてリアルタイムで生産性をモニタリングする中央サー
バ５０と、前記データを保存及びアップデートするデータベース７０とを含む。
【００２２】
　ここで、ＲＦＩＤタグ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉ
ｏｎ　Ｔａｇ）１０は、対象物である各工程による装備に付着されるが、対象物の各種情
報を記録した小型のチップを内蔵し、この情報は、電波識別リーダー機である前記ＲＦＩ
Ｄリーダー機３１を通じて、有線はもちろん衛星通信などの多様な通信ラインと連動した
管理システムで使用される。
【００２３】
　そして、前記ＲＦＩＤタグ１０には、一般的にＩＣチップとアンテナが内蔵されていて
、チップ内の記憶装置には識別コードである認証番号（ＩＤ　Ｃｏｄｅ）を内蔵し、前記
ＲＦＩＤリーダー機３１から信号を受けて識別コードを送るための臨時保存手段を具備す
る。
【００２４】
　さらに、前記ＲＦＩＤタグ１０は、受動型で具備して前記ＲＦＩＤリーダー機３１から
電源を得ることが好ましいが、能動型に形成して自体の電源でデータを送信するように形
成することも可能である。
【００２５】
　また、タグデータ管理装置３０は、前記ＲＦＩＤタグ１０の識別コードを読み込むＲＦ
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ＩＤリーダー機３１と、前記ＲＦＩＤリーダー機３１が識別コードを読み込む時間に同期
して前記ＲＦＩＤタグ１０が読まれた時刻を出力する時間提供部３３と、前記ＲＦＩＤリ
ーダー機３１の位置を出力する位置提供部３４と、前記ＲＦＩＤリーダー機３１が読んだ
識別コード、時間提供部３３の時刻、位置提供部３４の位置の入力を受けて送信のために
出力及び制御する制御部３２と、前記制御部３２から出力したデータを一時的に保存する
ためのメモリ３５と、前記データを近距離に送信するための近距離通信手段３６とを含ん
で構成される。
【００２６】
　ここで、前記ＲＦＩＤリーダー機３１は、前記ＲＦＩＤタグ１０が受動型で構成された
場合、ＲＦＩＤタグ１０に電源を供給するように周波数を出力して、それによって駆動す
るＲＦＩＤタグ１０からデータの受信を受けて前記制御部３２に送る。
【００２７】
　そして、制御部３２は、前記ＲＦＩＤリーダー機３１が識別コードを読み込んだ時刻入
力を受けるために、前記ＲＦＩＤリーダー機３１から識別コードが入ってくると、時間提
供部３３を同期させて識別コードを読んだ時刻を出力するように制御する。
【００２８】
　その理由は、前記ＲＦＩＤタグ１０の付着した装備が、前記ＲＦＩＤリーダー機３１を
通り過ぎる時の時刻を得ることができれば、前記ＲＦＩＤリーダー機３１で前記装備の開
始時刻及び終了時刻が分かり、前記装備が任意の一工程に投入される時間が分かり、それ
によって生産性を見積ることができるからであり、ＲＦＩＤリーダー機３１が前記ＲＦＩ
Ｄタグ１０を読み込んだ時刻を出力するように制御する。
【００２９】
　また、位置提供部３４は、前記ＲＦＩＤリーダー機３１の位置を提供するように設けら
れ、前記タグデータ管理装置３０が、固定型の場合にはその座標を既保存することができ
るが、前記タグデータ管理装置３０が移動型の場合には、その座標はを正確に把握するこ
とができないので、前記時間提供部３３と同じメカニズムで同期して座標を出力するよう
に具備される。
【００３０】
　好ましくは、前記時間提供部３３と位置提供部３４は、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓ
ｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）に統合して具備する変更も可能である。
【００３１】
　併せて、前記メモリ３５は、前記ＲＦＩＤリーダー機３１で読み込む識別コード、時間
提供部３３の時刻、位置提供部３４の位置を一時的に保存するように成り立つことが好ま
しく、その理由は、前記ＲＦＩＤタグ１０が移動するにつれて各工程による循環開始点ま
たは循環終了点に位置したＲＦＩＤリーダー機３１は、リアルタイムでＲＦＩＤタグ１０
の内容を受け入れるので、送信完了したデータはそれ以上保存しなくても構わず、そのた
め、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）のようなフリフロップで形成
された記憶素子を使用することが好ましい。
【００３２】
　そして、近距離通信手段３６は、前記中央サーバ５０が近距離内に位置する場合にデー
タ送信のために具備されて、中央サーバ５０が遠距離にある場合には近距離通信手段３６
と共に長距離通信のためのモジュールがさらに具備される。
【００３３】
　本発明の図１では、近距離通信手段３６と中央サーバ５０が近距離にある場合を図示し
て説明し、中央サーバ５０が遠距離にある場合は、図３で説明する。
【００３４】
　ここで、近距離通信手段３６は、好ましくは、無線ＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＬＡＮ
）で具備することが好ましく、電磁波または光（赤外線）などの電線以外の伝送路を使用
して通信網を形成して、一定区間内で通信可能な無線ＬＡＮは、個人用ＰＣに無線ＬＡＮ
のためのＬＡＮカードのみ装着すれば、通信が可能であるので中央サーバ５０が近距離に
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ある場合には、これを使用するのが好ましい。
【００３５】
　また、近距離通信手段３６から中央サーバ５０にデータが送信される際に、一定区域内
に無線網を形成するための無線接続装置（ＡＰ：Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）４０がさら
に具備され、これを通じて一定区間内で無線インターネットが使用可能となるように構成
して、無線網内でＬＡＮカードを通じてインターネットサービスを使用するように具備さ
れる。
【００３６】
　併せて、中央サーバ５０は、前記無線接続装置４０を通じて前記タグデータ管理装置３
０から送信された各データを受信するための近距離通信手段５１と、前記近距離通信手段
５１から伝達されたデータを使用して各装備の循環時間をアップデートして、それによる
生産性を分析して、データベース７０に各データを保存するように制御する制御部５３を
含んで成り立つ。
【００３７】
　ここで、前記制御部５３からデータベース７０に移動する前に、それぞれのデータを一
時的に保存するメモリ５５をさらに具備することも好ましい。
【００３８】
　また、前記近距離通信手段５１は、無線ＬＡＮカード５１ａを具備することで、無線Ｌ
ＡＮを使用することができ、これは変更可能である。
【００３９】
　そして、データベース７０は、前記タグデータ管理装置３０、無線接続装置４０、中央
サーバ５０を通じて受信された各データを保存及びアップデートするために具備され、建
設工事の各工程で各装備が必要とする循環時間を最適化して保存するように具備される。
【００４０】
　併せて、前記データベース７０は、リアルタイムで前記ＲＦＩＤタグ１０が付着した各
装備が仕事を開始した時点の時間及び位置をアップデートして、既設定され最適化された
データと比較して、最適化されたデータより低い生産性を示すデータがリアルタイムに入
力されると、生産性を低くする要因を除去するように使用者に出力するようにされる。
【００４１】
　また、前記データベース７０にリアルタイムに入力された各データを基に、前記中央サ
ーバ５０では、リアルタイムで生産性をチェックすることができ、最適化された生産性と
の比較を通じて目標生産量との差を求めることができる。
【００４２】
　図２は、図１のものの駆動過程を概略的に示したブロック構成図で、図１を参照して説
明する。図示したように、本発明による無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建
設生産性分析装置１の概略的な駆動過程は、下記のように開始される。
【００４３】
　まず、各工程による各装備は開始地点である循環開始点で、前記循環開始点を過ぎた装
備に付着したＲＦＩＤタグ１０によって、該装備自体を識別することができるコードであ
る識別コードを送る（マル１）。
【００４４】
　これによって、各工程別で各装備が工事を開始する時刻及び位置が分かるように、前記
ＲＦＩＤリーダー機３１が識別コードを制御部３２に伝達すると、制御部３２では時間提
供部３３及び位置提供部３４を同期させて（マル２）装備が過ぎ去っていく時刻及び位置
を出力するように制御して（マル３）、前記識別コード、時刻、位置を統合してメモリ３
５に一時的に保存して（マル４）、近距離通信手段３６を使用して中央サーバ５０に伝達
するために前記データを近距離通信手段３６に出力する（マル５）。
【００４５】
　そうすると、前記近距離通信手段３６は、一定領域内に無線網を形成することができる
ようにアクセスポイントを形成させる無線接続装置４０を通じてデータを転送し（マル６
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、マル７）、前記データ送信を受けた中央サーバ５０は、近距離通信手段５１から制御部
５３へ前記データを出力する（マル８）。
【００４６】
　また、制御部５３では、識別コード、時刻、位置が統合されたデータをデータベース７
０に保存する前に、一時的に保存するためにメモリ５５に出力して（マル９）、メモリ５
５はリアルタイムでデータをアップデートさせるためにデータベース７０にデータを出力
する（マル１０）。
【００４７】
　そして、データベース７０で識別コードを有する装備の最適値に上書きすることでアッ
プデートするのではなく、最適値はそのまま維持して、リアルタイムに入力されたデータ
は比較のために張り付け形式で入力する。
【００４８】
　すなわち、リアルタイムに入力されたデータがなく、初めて入力されるデータの場合に
は、最適値データと比較のために記録して、以後同一な循環開始点で同一なＲＦＩＤタグ
１０が付着した装備が通り過ぎる場合には、上書き保存形式でアップデートするのである
。
【００４９】
　それから、データベース７０で既保存されたデータと、新たに入力されたデータをメモ
リ５５に臨時に保存するように出力して（マル１１）、これを制御部５３に送る（マル１
２）。
【００５０】
　一方、前記ＲＦＩＤタグ１０’を付着した装備の建設工事遂行後の時刻及び位置をチェ
ックするために、前記装備の建設工事終了点である循環終了点でＲＦＩＤタグ１０’を読
み込む。
【００５１】
　ここで、循環終了点での各構成要素を説明するために、循環開始点と対比するように図
面の符号に『’』を加えて区分するが、タグデータ管理装置３０、３０’及び無線接続装
置４０、４０’を除いた構成要素は同一である。
【００５２】
　すなわち、タグデータ管理装置３０、３０’は、それぞれ循環開始点と、循環終了点に
対応するように具備されるが、ＲＦＩＤタグ１０、１０’及び中央サーバ５０、５０’は
、同一構成要素であり、無線接続装置４０、４０’はそれぞれの無線網によって異なって
具備され得るので、同一でないこともある。
【００５３】
　そして、循環終了点でのＲＦＩＤタグ１０’で識別コードをＲＦＩＤリーダー機３１’
に送ると（マル１’）、装備が工事を終了する時刻及び位置が分かるように、前記ＲＦＩ
Ｄリーダー機３１’が識別コードを制御部３２’に伝達すると、制御部３２’では時間提
供部３３’及び位置提供部３４’を同期させて（マル２’）装備が過ぎ去っていく時刻及
び位置を出力するように制御して（マル３’）、前記識別コード、時刻、位置を統合して
メモリ３５’に一時的に保存して（マル４’）、近距離通信手段３６’を使用して中央サ
ーバ５０’に伝達するために前記データを近距離通信手段３６’に出力する（マル５’）
。
【００５４】
　それから、前記近距離通信手段３６’は、一定領域内に無線網を形成することができる
ようにアクセスポイントを形成させる無線接続装置４０’を通じてデータを送り（マル６
’、マル７’）、前記データ送信を受けた中央サーバ５０’は、近距離通信手段５１’か
ら制御部５３’に前記データを出力する（マル８’）。
【００５５】
　また、制御部５３’では識別コード、時刻、位置が統合されたデータをデータベース７
０’に保存する前に、臨時に保存するためにメモリ５５に出力して（マル９’）、メモリ
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５５’はリアルタイムでデータをアップデートさせるためにデータベース７０’にデータ
を出力する（マル１０’）。
【００５６】
　それから、データベース７０’で新たに入力されたデータを保存して、前記循環開始点
で記録されたデータと、循環終了点で新たに入力されたデータを使用して前記装備の生産
量を算出するように中央サーバ５０’にデータを送る（マル１１’）。
【００５７】
　また、中央サーバ５０’で一時的に前記データをメモリ５５’に保存して、最適化され
たデータと新たに算出された生産量によるデータとを比較するために制御部５３’へデー
タを出力する（マル１２’）。
【００５８】
　最後に、制御部５３’では、循環開始点での時刻及び位置と、循環終了点での時刻及び
位置を使用して生産量を算出して、これを最適化されたデータと比較して最適化された生
産量に近づいたかどうか比較して、生産量が比較的低い場合にはその原因を捜して分析し
て、原因を除去するように使用者に出力する。
【００５９】
　図３は、本発明による無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分析装
置を概略的に示したブロック構成図である。
【００６０】
　図示したように、本発明による無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産
性分析装置１は、建設工事の各工程による各装備に識別コードを使用して区分するように
付着するＲＦＩＤタグ１０と、前記各装備が各工程で必要とする循環時間をチェックして
これによるデータを管理するタグデータ管理装置３０と、前記タグデータ管理装置３０か
ら送信されたデータ受信を受けて遠距離の遠隔制御中央サーバ８０にデータを伝達する中
央処理装置６０と、前記中央処理装置６０から送信されたデータ受信を受けてリアルタイ
ムで生産性をモニタリングする遠隔制御中央サーバ８０と、前記データが保存及びアップ
デートされるデータベース７０を含む。
【００６１】
　ここで、ＲＦＩＤタグ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉ
ｏｎ　Ｔａｇ、１０）は、対象物である各工程による装備に付着され、対象物の各種情報
を記録した小型のチップを内蔵し、この情報は電波識別読取り機である前記ＲＦＩＤリー
ダー機３１を通じて、有線はもちろん衛星通信などの多様な通信ラインと連動して管理シ
ステムに使用できる。
【００６２】
　そして、前記ＲＦＩＤタグ１０には、通常的にＩＣチップとアンテナを内蔵していて、
チップ内の記憶装置には識別コードである認証番号（ＩＤ　Ｃｏｄｅ）を内蔵して、前記
ＲＦＩＤリーダー機３１から信号を受けて識別コードを送るための臨時保存手段を具備す
る。
【００６３】
　併せて前記ＲＦＩＤタグ１０は、受動型に具備して前記ＲＦＩＤリーダー機３１から電
源を得ることが好ましいが、能動型に形成して自体電源でデータを送信するように形成す
ることも可能である。
【００６４】
　また、タグデータ管理装置３０は、前記ＲＦＩＤタグ１０の識別コードを読み込むＲＦ
ＩＤリーダー機３１と、前記ＲＦＩＤリーダー機３１が識別コードを読み込む時間に同期
して前記ＲＦＩＤタグ１０を読む時刻を出力する時間提供部３３と、前記ＲＦＩＤリーダ
ー機３１の位置を出力する位置提供部３４と、前記ＲＦＩＤリーダー機３１が読んだ識別
コード、時間提供部３３の時刻、位置提供部３４の位置の入力を受けて送信のために出力
及び制御する制御部３２と、前記制御部３２で出力されたデータを一時的に保存するため
のメモリ３５と、前記データを近距離の中央処理装置６０に送信するための近距離通信手
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段３６とを含んで構成される。
【００６５】
　ここで、前記ＲＦＩＤリーダー機３１は、前記ＲＦＩＤタグ１０が受動型で構成される
場合、ＲＦＩＤタグ１０に電源を供給するように周波数を出力して、これによって駆動す
るＲＦＩＤタグ１０からデータ受信を受けて前記制御部３２に送る。
【００６６】
　そして、制御部３２は、前記ＲＦＩＤリーダー機３１が識別コードを読み込んだ時刻を
入力するために、前記ＲＦＩＤリーダー機３１から識別コードが入ってくると、時間提供
部３３を同期させて識別コードを読む時刻を出力するように制御する。
【００６７】
　その理由は、前記ＲＦＩＤタグ１０の付着した装備が前記ＲＦＩＤリーダー機３１を通
り過ぎる時の時刻を得ることができれば、前記ＲＦＩＤリーダー機３１で前記装備の開始
時刻及び終了時刻が分かり、前記装備が任意の一工程に投入される時間が分かって、これ
によって生産性を見積ることができるため、ＲＦＩＤリーダー機３１が前記ＲＦＩＤタグ
１０を読み込む時刻を出力するように制御する。
【００６８】
　また、位置提供部３４は、前記ＲＦＩＤリーダー機３１の位置を提供するように具備さ
れ、前記タグデータ管理装置３０が固定型の場合には、その座標を既保存することができ
るが、前記タグデータ管理装置３０が移動型の場合には、その座標を正確に把握すること
ができないので、前記時間提供部３３と同一メカニズムで同期して座標を出力するように
具備される。
【００６９】
　好ましくは、前記時間提供部３３と位置提供部３４は、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓ
ｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）で統合して具備する変更も可能である。
【００７０】
　併せて、前記メモリ３５は、前記ＲＦＩＤリーダー機３１で読み込む識別コード、時間
提供部３３の時刻、位置提供部３４の位置を一時的に保存するように成り立つことが好ま
しく、その理由は、前記ＲＦＩＤタグ１０が移動することによって各工程による循環開始
点または循環終了点に位置したＲＦＩＤリーダー機３１は、リアルタイムでＲＦＩＤタグ
１０の内容を受け入れるので、送信完了したデータは、それ以上保存しなくても構わず、
それによってＲＡＭのようなフリップフロップに形成された記憶素子を使用することが好
ましい。
【００７１】
　そして、近距離通信手段３６は、遠隔制御中央サーバ８０が遠距離に位置するので、建
設工事現場と近接するように位置した中央処理装置６０にデータを伝達するために具備さ
れる。
【００７２】
　ここで、近距離通信手段３６は、好ましくは無線ＬＡＮで具備することが好ましく、電
磁波または光（赤外線）などの電線以外の伝送路を使用して通信網を形成して、一定区間
内で通信可能な無線ＬＡＮは、個人用ＰＣに無線ＬＡＮ用のＬＡＮカードを装着すれば通
信が可能であるので、近距離に位置した中央処理装置６０にデータを伝達するために具備
される。
【００７３】
　また、近距離通信手段３６から中央処理装置６０にデータが送信されるにあたって、一
定区域内に無線網を形成するための無線接続装置（ＡＰ：Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）４
０をさらに具備する。これを通じて、一定区間内で無線にインターネットの使用を可能に
して、網内でＬＡＮカードを通じてインターネットサービスを使用できるように具備され
る。
【００７４】
　併せて、中央処理装置６０は、遠距離に位置した遠隔制御中央サーバ８０にデータを伝
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達するために具備され、前記タグデータ管理装置３０の近距離通信手段３６をＣＤＭＡの
ような遠距離でデータを送ることができるモジュールに入れ替えて直接タグデータ管理装
置３０から遠隔制御中央サーバ８０にデータを送る場合には、削除することも好ましい。
【００７５】
　万一、中央処理装置６０が削除される場合には、前記無線インターネット網を形成する
ための無線接続装置４０も削除することが好ましい。
【００７６】
　そして、本発明の実施例では、中央処理装置６０が工事現場にデータベース７０が構築
されない個人用ＰＣの場合を例に説明するので、中央処理装置６０及び無線接続装置４０
を含む。
【００７７】
　したがって、中央処理装置６０は、前記タグデータ管理装置３０の近距離通信手段３６
を通じて送信されたデータを遠隔地に位置した遠隔制御中央サーバ８０に伝達するために
長距離通信手段６５を具備し、それをそれぞれ制御するために制御部６３を含む。
【００７８】
　また、前記近距離通信手段６１は、無線ＬＡＮカード６１ａを具備することで、無線Ｌ
ＡＮで使用することができ、これは変更可能である。
【００７９】
　ここで、個人用ＰＣが中央処理装置６０に代替して、有線インターネットを使用するこ
とができる場合には、無線通信の長距離通信手段６５を使用しないで、有線インターネッ
ト網を使用してデータを送信・受信することも好ましい。
【００８０】
　そして、遠隔制御中央サーバ８０は、前記中央処理装置６０を通じて前記タグデータ管
理装置３０から送信された各データの受信を受けるための長距離通信手段８１と、前記長
距離通信手段８１から伝達されたデータを使用して各装備の循環時間をアップデートして
、それによる生産性を分析し、データベース７０に各データを保存するように制御する制
御部８３を含んで成り立つ。
【００８１】
　ここで、前記制御部８３からデータベース７０に移動する前に、それぞれのデータを一
時的に保存するメモリ８５をさらに具備することも好ましい。
【００８２】
　そして、前記データベース７０は、前記タグデータ管理装置３０、無線接続装置４０、
中央処理装置６０、遠隔制御中央サーバ８０を通じて受信された各データを保存及びアッ
プデートするために具備され、建設工事の各工程で各装備が必要とする循環時間を最適化
して保存するように具備される。
【００８３】
　併せて、前記データベース７０は、リアルタイムで前記ＲＦＩＤタグ１０が付着した各
装備が仕事を開始する時点の時間及び位置をアップデートして、既設定された最適化され
たデータと比較して、最適化されたデータより低い生産性を示すデータがリアルタイムに
入力されると、生産性を低くする要因を除去するように使用者に出力するように具備され
る。
【００８４】
　また、前記データベース７０にリアルタイムに入力された各データを基に、前記中央サ
ーバ５０ではリアルタイムで生産性をチェックすることができ、最適化された生産性との
比較を通じて目標生産量との差を求めることができる。
【００８５】
　図４は、図３による無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分析装置
の駆動過程を概略的に示したブロック構成図で、図５は図３による無線通信基盤ＲＦＩＤ
を使用したリアルタイム建設生産性分析装置の駆動過程を概略的に示したブロック構成図
であり、図３を参照して説明する。
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【００８６】
　図示したように、本発明による無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産
性分析装置は、建設工事の各工程に対する正確な工程プロセスと、装備と人力のような所
要資源と、進行循環時間を観察して分析し最適化されたモデリングをすることから開始さ
れる。
【００８７】
　言い換えれば、リアルタイムで建設工事の生産性分析のための対象工程が決定されると
、該当の工程に対する建設シミュレーションモデリングのための前段階として、該当の工
程の正確な工程プロセスを観察及び測定して、それに求められる詳細工程を決定して、そ
れによって決定された詳細工程別に投入される装備などの所要資源及び各工程別循環時間
を使用して工程プロセスを分析する。
【００８８】
　それから、分析された工程プロセス及び関連情報を使用してウエブサイクロンを使用し
た建設シミュレーションをモデリングする。建設シミュレーションモデリングにおいてウ
エブサイクロンに対するプログラミングと、建設シミュレーションモデリングに係わる全
般的な技術を基にモデリングが成り立つことが好ましい。
【００８９】
　また、ウエブサイクロンを使用した建設シミュレーションモデルが具現されて、現場の
実在的な資料を通じて工程プロセス、投入所要資源及び循環時間に係わる情報を入力して
計画生産性を獲得する。これは、リアルタイムに入力されるデータとの比較のための基準
データとしてデータベース７０に既保存される。
【００９０】
　それから、モデリング及び現場の実在的な資料を通じて算出された生産性を低下させる
各装備にＲＦＩＤタグ１０を付着して、前記ＲＦＩＤタグ１０が付着した装備の循環時間
をチェックすることができるようにＲＦＩＤタグ１０の識別コードを読み込むＲＦＩＤリ
ーダー機３１を設置する。前記ＲＦＩＤタグ１０が付着した各装備の工程別循環時間を獲
得することができる位置に設置する。
【００９１】
　そのため、前記ＲＦＩＤタグ１０を付着した装備がこの位置を通過する時、無線ＬＡＮ
を使用した近距離データ送信によって位置及び時間情報をＲＦＩＤリーダー機３１を通じ
て得ることができ、前記ＲＦＩＤリーダー機３１を設置する位置は固定することもできる
が、ＰＤＡのような装備にＲＦＩＤリーダー機３１を具備する時には、移動性を有して位
置が固定されないこともある。
【００９２】
　それから、前記ＲＦＩＤリーダー機３１で読み込む識別コードと、時間及び位置に対す
るデータを無線ＬＡＮを含んだ無線通信を通じて現場事務室メインコンピューターである
中央処理装置６０に送る。
【００９３】
　ここで、前記ＲＦＩＤリーダー機３１を通じて獲得された装備の通過位置、時間情報は
無線インターネット網を通じて伝達され、データベース７０が現場事務室に具備されない
で遠距離に位置する場合には、前記通過位置、時間情報を前記中央処理装置６０から長距
離通信を使用してデータベース７０に伝達する。
【００９４】
　ここで、長距離通信は、中央処理装置６０と、データベース７０と連結した遠距離にあ
る遠隔制御中央サーバ８０との間にデータを送信・受信するようにし、長距離通信には、
有線通信と無線通信を使用することができるが、本発明の実施例では長距離コードレス通
信であるＣＤＭＡを使用する。
【００９５】
　そのため、現場にデータベース７０が具備された現場事務室または遠距離にデータベー
ス７０が具備された管理／統制室に前記データが送信され、前記データはデータベース７
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０に保存されて、循環時間の変化に従ってリアルタイムに変化する生産性が把握できるよ
うに、リアルタイムの生産性が結果物として出力される。
【００９６】
　それから、リアルタイムに獲得された生産性データが、基準生産性データより低い時に
、生産性を低下させる要素が発生した場所において障害要素を除去するように処理結果を
導出して、これによって計画された生産性に近接するように各装備を統制及び管理するよ
うにされる。
【００９７】
　図６は、本発明による無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分析方
法を概略的に図示した流れ図である。図に示したように、本発明の方法は建設工事の各工
程によるそれぞれの装備の循環時間をモデリングして、これを最適化して基準データを算
出することから開始される（Ｓ１０）。
【００９８】
　それから、生産性を低下させる主要装備にＲＦＩＤタグを付着して、各工程別で各装備
に対する循環開始地点及び循環終了地点ごとにＲＦＩＤリーダー機を設置して、ＲＦＩＤ
タグを付着した装備が循環開始点及び循環終了点を通り過ぎる度に、ＲＦＩＤリーダー機
３１で循環時間及び位置を測定するようにする。
【００９９】
　これによって、ＲＦＩＤタグの付着した装備が、前記ＲＦＩＤリーダー機３１が設置さ
れた地点を通り過ぎる度に、識別番号を認識して各装備の循環時間をチェックすることが
できるようにデータを読み込む（Ｓ２０）。
【０１００】
　ここで、データベースが構築された中央サーバが近距離にあるかどうかを確認して（Ｓ
３０）、データベースが構築された中央サーバが近距離に位置する場合には、近距離通信
手段を使用して中央サーバに前記データを送信する（Ｓ４０）。
【０１０１】
　一方、データベースが構築された中央サーバが近距離にない場合には、長距離に位置し
たデータベースにデータを送らなければならないので、近距離通信手段を使用して中央処
理装置にデータを送信して（Ｓ３１）、長距離通信手段を使用して中央サーバにデータを
送信する（Ｓ３３）。近距離通信手段を削除して直に長距離通信手段を使用してデータを
送信するように構成することもでき、前記長距離通信手段は、有線・無線を使用するよう
に構成することも好ましい。
【０１０２】
　そして、近距離通信手段または近距離及び長距離通信手段を通じて送信されたデータを
用いて中央サーバでリアルタイムに装備の循環時間をアップデートして（Ｓ５０）、これ
を使用して前記データベースに既保存された循環時間の基準データと、リアルタイムにア
ップデートされたデータを比較して、基準データより生産性が低いかどうかをチェックす
る（Ｓ６０）。
【０１０３】
　ここで、基準データより低い場合には、生産性が計画された生産性より低下しているの
で、障害を発生させる装備及び要因を把握して除去して（Ｓ６１）、基準データより高い
場合には、計画された生産性が達成されているので、リアルタイム生産性分析をアップデ
ートして（Ｓ７０）、工事が終了まで本発明によるアルゴリズムを遂行する（Ｓ８０）。
【０１０４】
　以上で、本発明の好ましい実施例を例示的に説明したが、本発明の範囲は、このような
特定実施例にのみ限定されず、該当の分野で通常の知識を有する者なら本発明の特許請求
範囲内に記載された範疇内で適切に変更が可能だろう。
【産業上の利用可能性】
【０１０５】
　前記のように本発明の無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分析装
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よって、各工程に対してリアルタイムで生産量をモニタリングして効率的に建設管理がで
きる効果がある。
【符号の説明】
【０１０６】
１：無線通信基盤ＲＦＩＤを使用したリアルタイム建設生産性分析装置
１０：ＲＦＩＤタグ
３０：タグデータ管理装置
３１：ＲＦＩＤリーダー機
３２：制御部
３３：時間提供部
３４：位置提供部
３５：メモリ
３６：近距離通信手段
３６ａ：無線ＬＡＮ
４０：無線接続装置
５０：中央サーバ
５１：近距離通信手段
５１ａ：無線ＬＡＮカード
５３：制御部
５５：メモリ
６０：中央処理装置
６１：近距離通信手段
６１ａ：無線ＬＡＮカード
６３：制御部
６５：長距離通信手段
６５ａ：ＣＤＭＡ
７０：データベース
８０：遠隔制御中央サーバ
８１：長距離通信手段
８１ａ：ＣＤＭＡ
８３：制御部
８５：メモリ
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【要約の続き】
リングするように具備された中央サーバと、前記中央サーバにリアルタイムに入力されるデータ及び既入力されたデ
ータを保存するデータベースとを含む。
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